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⑴　
本
市
の
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画（
以
下
、
計
画
）に
つ

い
て
、
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

⑵　
50
年
以
上
経
過
し
て
い
る

施
設
は
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
。

⑶　
市
所
有
の
土
地
の
有
効
活

用
の
構
想
を
持
っ
て
い
る
か
。

⑷　
人
口
が
減
少
し
て
い
く
中
、

学
校
の
教
育
環
境
、
統
廃
合
に

対
す
る
市
の
考
え
を
尋
ね
る
。

　
　

総
務
部
長

⑴　

総
務
省
か
ら
26
年
４
月
に
、

計
画
の
策
定
に
当
た
り
指
針
が

示
さ
れ
た
。
こ
の
指
針
で
は
、

地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
厳

し
い
財
政
状
況
が
続
く
中
、
今

後
、
人
口
減
少
な
ど
に
よ
り
公

共
施
設
等
の
利
用
需
要
が
変
化

し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
早
急
に
公
共

施
設
等
の
全
体
の
状
況
を
把
握

し
、
長
期
的
な
視
点
を
も
っ
て

更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化
な

ど
を
計
画
的
に
行
う
こ
と
に
よ

り
、
財
政
負
担
を
軽
減
・
平
準

化
す
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設

等
の
最
適
な
配
置
を
実
現
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、

全
て
の
地
方
公
共
団
体
に
お
い

て
、
計
画
の
策
定
に
取
り
組
む

よ
う
要
請
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
受
け
、
現
在
、
本
市

も
計
画
を
策
定
中
で
あ
る
。

⑵　

十
四
山
中
学
校
の
体
育

館
、
大
藤
小
学
校
の
教
室
棟
の

一
部
と
倉
庫
、
十
四
山
東
部
小

学
校
の
教
室
棟（
北
校
舎
）が
50

年
を
経
過
し
て
い
る
。

⑶　

普
通
財
産
は
、
可
能
な
も

の
か
ら
売
却
や
貸
し
付
け
を
行

う
よ
う
努
め
て
い
る
が
、
中
に

は
寄
附
を
受
け
た
土
地
、
不
整

形
で
使
い
に
く
い
土
地
、
地
中

埋
設
物
な
ど
の
障
害
物
が
不
明

な
土
地
な
ど
が
あ
る
の
で
、
実

際
に
活
用
で
き
る
土
地
か
ら
順

次
行
っ
て
い
る
。

　
　

教
育
長

⑷　

市
内
の
小
・
中
学
校
の
校

舎
、
体
育
館
は
、
日
の
出
小
学

校
、
弥
富
中
学
校
を
除
い
て
、

建
築
後
年
数
が
た
ち
、
老
朽
化

し
て
い
る
。
本
市
が
現
在
策
定

中
の
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
に
よ
り
優
先
順
位
を
定
め
、

計
画
的
に
長
寿
命
化
を
図
る
手

だ
て
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　

小
・
中
学
校
の
統
廃
合
は
、

市
内
11
校
の
う
ち
、
現
在
課
題

と
な
っ
て
い
る
小
規
模
校
（
６

か
ら
11
学
級
）
は
、
小
学
校
が

大
藤
、
栄
南
、
十
四
山
東
部
、

十
四
山
西
部
の
４
校
で
、
中
学

校
は
十
四
山
中
学
校
で
あ
る
。

　

こ
の
小
規
模
校
の
課
題
に
つ

い
て
は
、
25
年
７
月
に
設
置
し

た
弥
富
市
小
中
学
校
適
正
規
模

検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
望
ま

し
い
教
育
環
境
づ
く
り
の
た
め

協
議
を
重
ね
て
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
、
今
年
度
末
に
答

申
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
踏
ま

え
、
今
後
の
方
針
を
決
定
し
て

い
き
た
い
。

　
本
市
で
８
月
17
日
に
発
生
し

た
豪
雨
に
対
す
る
市
の
対
応
へ

の
総
括
を
尋
ね
る
。

　
　

危
機
管
理
課
長

　

８
月
17
日
の
深
夜
、
局
地
的

な
大
雨
に
よ
り
、
佐
古
木
龍
頭

公
園
周
辺
地
区
の
道
路
及
び
中

六
地
区
、
気
開
地
区
の
一
部
に

お
い
て
道
路
の
冠
水
が
発
生
し

た
。
ま
た
、
中
六
隧
道
、
国
道

23
号
線
の
富
島
地
下
道
が
冠
水

し
た
。
冠
水
に
よ
り
通
行
が
で

き
な
く
な
っ
た
。

　

こ
の
大
雨
に
よ
る
浸
水
被
害

は
、
午
前
４
時
39
分
に
大
雨
洪

水
警
報
が
発
令
さ
れ
た
が
、
午

前
４
時
に
は
、
地
区
住
民
か
ら

道
路
冠
水
が
始
ま
っ
て
い
る
と

の
連
絡
が
宿
直
に
入
り
、
短
時

間
で
あ
っ
た
が
、
ピ
ー
ク
時
に

お
け
る
降
雨
量
は
、
本
市
で
時

間
雨
量
61.
５
ミ
リ
に
達
し

た
。

　

ま
た
、
河
川
や
排
水
路
の
水

位
が
、
そ
の
当
時
、
比
較
的
高

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
早
い
時

期
か
ら
道
路
の
冠
水
が
始
ま
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

対
応
と
し
て
、
宿
直
か
ら
の

連
絡
を
受
け
、
直
ち
に
市
職
員

に
よ
る
道
路
の
浸
水
箇
所
の
確

認
と
あ
わ
せ
て
、
道
路
冠
水
箇

所
の
通
行
止
め
を
実
施
し
、
通

行
の
安
全
を
確
保
し
た
。

　
　

市
長

　

現
在
、
市
内
に
は
14
カ
所
の

水
門
が
あ
り
、
16
人
の
土
地
改

良
役
員
が
管
理
者
と
し
て
担
当

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
早

朝
で
あ
っ
た
こ
と
も
含
め
て
、

連
携
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。

　

市
と
し
て
は
、
水
門
を
管
理

す
る
人
を
新
た
に
土
地
改
良
区

の
中
で
考
え
て
い
た
だ
き
、
市

と
し
て
も
支
援
を
し
て
い
く
こ

と
で
協
議
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、適
切
な
水
門
管
理
、

水
管
理
を
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
を
、
い
ま
一
度
こ
の
機
会
に

し
っ
か
り
と
や
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

問公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

を
現
在
策
定
中
で
あ
る

答

答

集
中
豪
雨
に
対
し
、
市
と

集
中
豪
雨
に
対
し
、
市
と

土
地
改
良
区
の
連
携
強
化
を

土
地
改
良
区
の
連
携
強
化
を

問適
切
な
管
理
が
で
き
る
よ
う

市
も
支
援
し
て
い
く

答

答

伊
藤 

正
信

無
所
属
ク
ラ
ブ

議
員

未
来
志
向
の
公
共
施
設
創
生
を

未
来
志
向
の
公
共
施
設
創
生
を


